
ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

地域福祉活動やボランティア活動の一環として行われる各種行事におけるケガや賠償責任を補償！

送迎サービス補償（傷害保険）

送迎・移送サービス中の自動車事故など
によるケガを補償！
●送迎・移送サービス利用者を特定したＡプラン
●送迎・移送サービスのための自動車を特定したＢプラン

福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ヘルパー・ケアマネジャーなどの活動中の
ケガや賠償責任を補償！
●在宅福祉サービス
（公的介護保険対象外
サービスを含みます。）

●地域福祉サービス

●障害福祉サービス
●児童福祉サービス
●障害者地域生活支援事業　
●介護保険サービス　　　　 など

対象となるボランティア活動対象となるボランティア活動

保険金をお支払いする主な場合保険金をお支払いする主な場合

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン

6,500円

350円 510円

500円 710円

10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

4,000円 6,000円

5億円
（限度額）

300万円
（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症の補償 上記後遺障害、入院、通院の
各補償金額（保険金額）に同じ

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

葬祭費用保険金
（特定感染症）

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）   

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

1,040万円 1,400万円

1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

●行事参加者（主催者〔個人〕を含みます。）全員のケガを補償　●行事主催者の損害賠償責任も補償
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◆グループの会則に則り企画、立案された活動であること
　（グループが社会福祉協議会に登録されていることが必要です。）
◆社会福祉協議会に届け出た活動であること
◆社会福祉協議会に委嘱された活動であること
※活動のための学習会または会議などを含みます。
※自宅などとボランティア活動を行う場所との通常の経路による
　往復途上を含みます。（自宅以外から出発する場合は、その場所
　と活動場所への往復途上となります。）

● 清掃ボランティア活動中、転んでケガをして通院
　した。（ケガの補償）
● 活動に向かう途中、交通事故にあって亡くなられ
　た。（ケガの補償）
● 活動中、食べた弁当でボランティア自身が食中毒に
　なって入院した。（ケガの補償）
● 家事援助ボランティア活動で清掃中、誤って
　花びんを落としてこわした。（賠償責任の補償）
●自転車でボランティア活動に向かう途中、誤って
　他人にケガをさせた。（賠償責任の補償）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火または津波）に起因する被保険者自身のケガを補償します（天災危険担保特約条項）が、賠償責任の補償に
　　ついては、天災に起因する場合は対象になりません。

団体割引 20％適用済／過去の損害率による割増引適用

●この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
〈引受幹事

保険会社〉損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、パンフレット・詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

平成31年度

地域における災害時の取組の強化の一環として
実施した福岡県総合防災訓練の様子
（2頁の１の④）

福岡県社会福祉協議会　広報誌

Welfare of Fukuoka

今　号　の　内　容
■令和元年度福岡県社会福祉協議会事業計画
■研修申込方法の変更
■キラリ☆地域のふくしびと
■赤い羽根共同募金
■ふくふくＩNFO
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じぶんの町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金
この広報誌は、一部共同募金の
配分金を受けて発行しています。

ふ
く
お
か
の
ふ
く
し
　
174号

　
発
行
所
／
福
岡
県
春
日
市
原
町
3丁
目
1番
地
7　
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
）内
　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

TEL(092)584-3377 FAX(092)584-3369　
発
行
日
／
2019年（

令
和
元
年
）7月

11日
　
編
集
発
行
人
／
小
川
弘
毅
　
印
刷
所
／
株
式
会
社
　
日
報

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

令和元年度



2 ふくおかのふくし 1ふくおかのふくし
174号　2019年 7月174号　2019年 7月

　第２６８回理事会・１６６回評議員会が開催され、
本会の令和元年度 事業計画・予算案が承認され
ました。令和元年度は福岡県が策定した福岡県
地域福祉支援計画にも示されている「地域共生
社会」の実現に向けた事業をさらに推進していく
１年となります。
　今号では、本年度の主な事業計画を紹介します。

令和元年度
福岡県社会福祉協議会の
主要事業

　
県
内
各
地
域
で
は
、
地
域
住
民
と
福
祉
関

係
者
等
が
連
携
し
、
支
え
合
う
「
地
域
共
生

社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
を
踏
ま

え
、
本
会
で
は
、
国
・
県
は
も
と
よ
り
、
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
や
社
会
福
祉
法
人
・
施

設
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
関
係
機
関
、
団
体

と
連
携
し
、
次
の
事
業
方
針
に
よ
り
本
年
度

の
事
業
を
展
開
し
て
い
く
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市
区
町
村
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福
祉
協
議
会
等
と
協
働

し
、
誰
も
が
社
会
と
関
わ
り
を
持
ち
な
が
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安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
元
気
な
地

域
づ
く
り
を
推
進
す
る
な
ど
、
地
域
福
祉
活

動
の
充
実
に
努
め
る
。
併
せ
て
、
昨
年
に
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続
き
、
社
会
福
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法
人
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地
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け
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益
的
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組
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し
て
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ふ
く
お
か
ラ
イ
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レ
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キ
ュ
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事
業
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い
て
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社
会
福
祉
法

人
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設
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市
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社
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会
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関
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団
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し
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し
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り
組
む
。
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令
和
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STATION

Cafe

人
材
不
足
の
改
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と
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
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高
め
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各
社
会
福
祉
法
人
・
施
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に
対
す
る
経
営
支
援
、
福
祉
・
介
護
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野
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就
業
促
進
、
潜
在
有
資
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者
等
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再
就
職

支
援
、
人
材
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定
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並
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に
従
事
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の
資
質

向
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を
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化
す
る
。
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昨
年
、一昨
年
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県
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甚
大
な
被
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を

も
た
ら
し
た
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全
国
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地
で
大
規
模
な
自
然
災
害
が
相
次
ぐ
中
、
被

災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

支
援
に
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り
組
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た
活
動

で
培
っ
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
日
頃
か
ら

関
係
機
関
・
団
体
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協
働
す
る
こ
と
に
よ
り
、
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域
の
防
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力
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被
災
地
支
援
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制
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め
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改
正
社
会
福
祉
法
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施
行
に
よ
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社
会
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祉
法
人
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求
め
ら
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営
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織
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ガ
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ナ

ン
ス
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強
化
や
事
業
運
営
の
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性
の
向

上
、
財
務
規
律
の
強
化
等
適
正
な
法
人
運
営

に
努
め
る
。
併
せ
て
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
や

関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
、県
民
福
祉
の
更
な
る
向
上
に
向
け
、

各
種
事
業
の一層
の
充
実
に
努
め
る
。

　
事
業
方
針
に
基
づ
き
本
年
度
に
重
点
的
に

取
り
組
む
事
項
と
し
て
、
次
の
７
つ
の
項
目

を
柱
に
掲
げ
、
各
事
業
を
展
開
す
る
。

令和元年度　主な事業計画

1 地域共生社会を実現するための地域福祉の推進

ふくおかライフレスキュー事業
ロゴマーク

①ふくおかライフレスキュー事業の推進　　
　地域における社会福祉法人・施設、市区町村社会福祉協議会等の連携を強化し、それ
ぞれの専門性を活かした支援ネットワークを構築して、生活困難者等に対する相談・支
援事業を行う「ふくおかライフレスキュー事業」の県内全域での展開を目指し、「地域にお
ける公益的な取組」を推進する。

②市区町村社会福祉協議会との連携・支援　　
　市区町村社会福祉協議会の役職員を対象とした階層別研修会を実施する。
　また、社会福祉法人制度改革、生活困窮者自立支援制度、新たな地域支援事業への対応等、地域福祉関連施策
の情報収集・提供に努めるとともに、市区町村社会福祉協議会が中核となり、社会福祉法人・施設の関係者と連
携・協働して取り組む地域公益事業を通して、役職員の資質向上と地域福祉活動の更なる充実強化に努める。

③ボランティア活動の振興と福祉教育の推進　　
　市区町村社会福祉協議会をはじめとする関係機関・団体に対し、情報提供や活動支援を
行い、ボランティア活動の振興を図る。特に本会が実施している「ふくおか“きずな”フェス
ティバル」やボランティア活動団体への助成等、ボランティア活動支援のより一層の充実を
図る。　
　また、本会が作成した福祉教育関連教材を無料配布し、更なる活用を図るとともに、学
校・社協・地域が緊密に連携した福祉教育を推進する。

⑤住民相互で支え合う地域づくりの推進
　各地域の特性を活かして取り組まれている住民主体の活動を一層推進し、人と人、人
と地域のつながりや絆を更に深め、地域住民や関係機関・団体の協働による誰もが安
心して暮らせる元気な地域づくりを全県域に普及していくため、地域づくりセミナーを
開催する。
　また、「支え手」「受け手」という関係を越えて、地域住民や地域の多様な主体が相互
に支え合いながら住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく「地域
共生社会」の実現を目指すため、地域共生社会づくりセミナーを開催する。

④地域における災害時の取組の強化
　これまでの経験を踏まえ、福岡県内で同時に複数自治体が被災した場合の課題や対応策、災害ボランティアセ
ンター運営の在り方等について協議・検討することにより、市区町村社協との協働を含めた災害支援体制の強化
を図る。また、災害時に必要となる多機関・団体との連携体制の構築に努める。

⑥民生委員児童委員活動の支援
　民生委員・児童委員制度を守り、発展させていくために、県民生委員児童委員協議会との連携を強化するとと
もに、地域福祉活動推進の担い手としての民生委員・児童委員の活動を支援する。
　また、民生委員・児童委員の活動に必要となる知識や技術習得のための研修の充実を図る。

社会福祉法人

福岡県社会福祉協議会

人
法
祉
福
会
社

  

会
議
協
祉
福
会
社
県
岡
福

材
教
育
教
祉
福

  

る
き
生
に
も
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社会福祉法人 福岡県社会福祉協議会

福祉教育教材

福祉教育教材

6 年 組

名前
4 年 組

3 年 組 小学校

5 年 組
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ひ 
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くみ
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くみ

くみ
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2 社会福祉法人・施設の経営支援に関する取組

3 福祉・介護人材の確保と
　サービスの質の向上のための取組

①ふくおかライフレスキュー事業の推進（再掲）　
　社会福祉法人に課せられた「地域における公益的な取組」を開始するにあたり、個々の社会福祉法人が単独では
取り組みづらい課題の解決にも積極的に取り組めるような環境の整備が求められている。ライフレスキュー事業を
推進し、各法人がそれぞれの規模や能力等に応じて協力し合い、効果的に成果を上げることができる体制を構築す
ることにより、「地域における公益的な取組」への参加の機会を確保する。

５ 生活福祉資金貸付制度の適正な運営
①資金貸付の適正化
　生活困窮者等の生活の安定を図るため、迅速な資金貸付を行うとともに、貸付申請内容の調査を徹底し、生活福
祉資金貸付制度の適正な運営に努める。
　また、生活困窮者自立支援制度による相談支援と密接な連携を図り、両制度がより効果的、効率的に機能するよ
う努める。

６ 子ども・子育て支援関係貸付事業の適正な運営
　児童養護施設退所者等で、安定した生活基盤の確保が困難な者などに対する自立支援資金の貸付事業や高等
職業訓練促進給付金の活用により就職に有利な資格を取得し自立を目指すひとり親家庭の親を対象とした資金貸
付事業の適正な運営に努める。

７ 認知症についての正しい理解と見守りの推進
　急増する認知症について県民が正しく理解し、認知症の方々が地域の中で安心して
暮らせるよう、「認知症について考えるつどい」を開催するとともに、認知症疑似体験や
介護講座を通して、正しい介護方法や接し方・見守り方などの普及・啓発に取り組む。
　さらに、地域で見守る「認知症サポーター」の拡充を図るため、認知症サポーター養
成講座やその講師（キャラバンメイト）を養成する研修等を開催する。

②債権管理の強化
　滞納世帯の自宅訪問を行い、滞納債権の回収に努める。
　さらに、悪質な滞納者に対しては法的手続（裁判所への支払督促申立）を行い、債権管理を強化する。

4 福祉サービス利用者の利益の保護に関する取組
①日常生活自立支援事業の充実　
　認知症、知的障害、精神障害等で判断能力が不十分な方の利益保護を目的とする本
事業について、今年度中の全市町村実施方式への移行を目指して、事業実施体制の強
化を図るとともに、業務支援システムの活用による業務の効率化に努める。

②福祉サービス苦情解決事業の充実
　福祉サービスに関する苦情解決を図ることを目的として本会に設置されている運営
適正化委員会の適正な運営に努める。

③福祉サービス第三者評価事業の推進　
　福祉サービスの選択に有効な情報を利用者に提供するとともに、サービスの質の向
上に向けた事業者の取組を促すことを目的とした第三者評価事業の推進に努める。

④地域密着型サービス外部評価事業の実施　
　認知症対応型共同生活介護の外部評価実施機関として、事業者のサービスの質の向上を目的とする外部評価
事業の円滑な実施に努める。

①福祉・介護人材確保、定着のための事業の充実
　慢性的な人材不足の解消を目的に、福祉人材情報システムを活用した無料職業紹
介事業やハローワークでの出張相談等に積極的に取り組むとともに、福祉のしごと就
職フェアやホリデイガイダンス等を開催する。
　また、社会福祉従事者のための福利厚生事業の推進・拡充に積極的に取り組む。
　さらに、介護や保育の資格取得を目指す養成施設の学生に対する修学資金貸付事
業や介護人材・保育士の再就職支援貸付事業等の適正・円滑な運営に努める。

②介護人材養成・就職支援の充実
　介護人材の確保を目的とした就職支援専門員を配置して、求職者に対するきめ細やかな就職支援や職場体験の
実施、求人事業所への採用活動アドバイス等を積極的に行う。
　また、介護未経験者向けの入門的研修を開催し、多様な人材の介護分野への参入促進に努める。

③社会福祉施設従事者に対する体系的な養成研修等
　福祉サービスの質の向上に資するとともに、福祉従事者の育成・定着を促進するた
め、県委託研修事業をはじめとする体系的な各種人材養成研修の充実に努める。
　特に、事業種別・職種を横断した階層別のキャリアパスに応じて、共通に求められる
能力を段階的に習得することを目的とした「福祉職員キャリアパス対応生涯研修課
程」については、初任者から管理者まで4コースを実施することにより、各施設・事業所
の職員育成支援を強化する。

②社会福祉法人・施設に対する研修等の充実
　社会福祉法人制度改革、高齢者・障害者福祉施設の見通しや報酬改定、社会的養育の充実、防災・防犯対策など
社会福祉法人・施設の経営に関する情報の収集・提供に努めるとともに、時宜に適した研修会を実施し、各社会福
祉法人・施設を支援する。

事業計画をはじめ、各年度事業報告や予算・決算報告等の情報は、本会ホームページで公開しています。



  
にし　   けんじ  
事業所名：社会福祉法人　共生の里
　　　　　ゆくはし市生活相談センター

西　賢治 さん
 

担　　当：主任相談支援員
 

 
 

 
 

 

行橋市の概要

※ふくおかライフレスキュー事業では、福岡県社会福祉法人経営者協議会を中心に、
　複数法人の連携によって生計困難者等に対する相談支援事業を行っています。

 
福岡県東部に位置し、市の東側に海（周防灘）があり、市域のほとんどが平野部で
山地は少ない。人口が7万人を突破し、現在でも人口は増加傾向にある。

 

人口：73,305人（令和元年5月末現在）　高齢化率：28.9％（平成30年4月1日現在）
 

ふくしびと
キラリ★地域の

このコーナーでは、福岡県内でふくしの仕事
に携わる人の声を紹介していきます。今回は
、「ふくおかライフレスキュー事業(※)」参加
法人の職員にインタビューを行います。
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介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
年
に
、福
祉・介
護

分
野
に
将
来
性
を
感
じ
、知
識
や
経
験
が
な
い

中
で
、前
職
を
辞
め
、居
宅
系
の
事
業
所
で
働
き

始
め
ま
し
た
。介
護
支
援
専
門
員
や
認
知
症
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
職
員
と
し
て
働
い
た
後
、現

在
の
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、各
法
人

が
分
野
を
越
え
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
地
域

で
困
っ
て
い
る
人
た
ち
へ
の
支
援
に
活
か
し
て

い
け
る
よ
う
な
京
築
地
区
に
な
る
よ
う
に
一
翼

を
担
っ
て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
基
づ
き
開
設

さ
れ
た
、生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
と
し

て
、暮
ら
し
の
中
で
の
様
々
な
困
り
ご
と
や
不

安
な
ど
の
相
談
を
受
け
、一
緒
に
解
決
方
法
を

「ひとと真摯に向きあうこと」を心に決めて

ふ
く
し
の
仕
事
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
様
々
な
相
談
を
受
け
る
中
で
、ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
け
ば
困
り
ご
と
や
不
安
な
ど
が
解

消
さ
れ
る
か
を
今
ま
で
の
自
分
の
経
験
を
活
か

し
な
が
ら
、他
機
関
の
専
門
職
の
方
々
と
相
談

し
な
が
ら
、少
し
ず
つ
解
決
に
向
か
っ
て
い
く

一
つ
一
つ
の
瞬
間
が
一
番
の
や
り
が
い
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、解
決
方
法
を
探
っ
て
い
る
中
で
、様
々

な
専
門
機
関
の
方
々
と
繋
が
り
、そ
の
人
と
人

と
の
繋
が
り
に
よ
っ
て
広
い
視
野
で
の
解
決
に

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
も
自
分
の
中
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
の
や
り
が
い
や
、

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

現
在
の
担
当
業
務
に
つ
い
て

ど
ん
な「
ふ
く
し
び
と
」に

な
り
た
い
？

　
セ
ン
タ
ー
で
受
け
る
相
談
内
容
に
よ
っ
て

は
、ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事
業
と
し
て
支
援
し

て
い
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。解
決
に
向
け
て
試

行
錯
誤
し
て
い
く
中
で
、社
会
福
祉
法
人
間
の

連
携
に
よ
っ
て
、急
迫
期
の
一
時
的
な
支
援
が

出
来
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。普
段
か
ら
の
相
談

で
も
感
じ
ま
す
が
、や
は
り
地
域
で
暮
ら
す

方
々
の
多
岐
に
わ
た
る
生
活
課
題
を
地
域
で
支

え
ら
れ
る
よ
う
、一
緒
に
考
え
て
乗
り
越
え
ら

れ
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー

事
業
に
つ
い
て

ゆくはし生活相談センターのみなさん

考
え
、少
し
で
も
そ
の
困
り
ご
と
が
解
消
す
る

よ
う
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研修課 ☎（092）584－3401【問い合わせ先】

ＦＡＸの申込は令和２年３月３１日まで

ＷＥＢでの申込

研修課主催の研修受講申込方法を変更します！

３つのシステム機能

※各研修内容については上記ホームページに
　掲載しますので、ご確認いただきお申込みください。

ＦＡＸから「ＷＥＢ申込」へ

福岡県社協研修課ホームページの
トップページから
「研修申込ログインページ」へ

「事業所登録」から施設・事業所
登録を行い、
設定ＵＲＬからパスワードを設定する。

取得したユーザーID、パスワードを使用し研修システムへログインする。
下記ページからログインできます。
・新着情報から研修システムログイン
・今年度の研修から研修システムログイン

ログイン後 研修申込 から受講希望研修を選択する。
研修申込フォームから必要事項の入力後、登録ボタンをクリックする。
申込が完了している場合は、「受講決定として登録しました。」というメッセージが
画面上に表示される。
※詳しくは【 研修申込方法 ＷＥＢでの申込 】参照

ＷＥＢでの
受講申込み

ＷＥＢ上での  
参加者の変更・
キャンセルが

可能
※1週間前までOK

研修管理システム導入に伴い、７月中旬から事業所登録受付を開始します。
※登録完了後、WEBによる研修受講申込みが可能となります。

1 2
登録後から受講
した研修情報の
データ蓄積・管理

3

1

2

3

4

研修申込
システム

① 登 録 ② 申 請

③ 承 認④ パスワード
　 設 定URL⑤ パスワード設定

　
私
が
相
談
を
受
け
る
上
で
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
、「
ど
ん
な
相
談
で
も
断
ら
な
い
」と
い
う

こ
と
で
す
。相
談
者
を
信
じ
て
相
談
内
容
を
真

摯
に
受
け
止
め
、相
談
者
と
一
緒
に
な
っ
て
解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

福祉施設・事業所
県社協



赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金

じぶんの町を良くするしくみ

平成30年度 募金実績 724,484,696円
623,481,236円
83,982,332円

内訳
● 一般募金（10月～12月分）

● 歳末たすけあい募金（地域）

132,412円● テーマ型募金（１月～３月分）

16,888,716円（県域）

7ふくおかのふくし8 ふくおかのふくし 174号　2019年 7月174号　2019年 7月

　平成３０年度の赤い羽根共同募金運動においては、県民の皆様から、７億円を超える浄財が寄
せられ、無事終了することができました。
　皆様のご協力に心からお礼申し上げます。
　福岡県では、県民の皆様から寄せられた浄財の約７５％が地域の身近な福祉活動に使われて
います。また、約３％は大規模災害に備え毎年積み立てており、地域の支えあいの活動から災害
時の支援まで様々な活動に役立てられています。
　今後とも「じぶんの町を良くするしくみ」である共同募金への変わらぬご支援とご協力をよろ
しくお願いいたします。

赤い羽根共同募金運動に
ご支援・ご協力ありがとうございました！

平成30年度 共同募金の使いみち

　
朝
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、市
内
の

学
校
や
地
域
に
出
向
き
、様
々
な
活
動
を
通

じ
て
相
手
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、自
分
の
こ

と
も
知
る
と
い
う「
人
が
と
も
に
生
き
る
」学

習
の
支
援
を
す
る
こ
と
で
、誰
も
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

車いす体験の様子車いすバスケットでの交流

福
祉
体
験
学
習
　
〜
小・中・高
生
を
対
象
に
〜

【
共
同
募
金
の
つ
か
い
み
ち
】朝

倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

平成30年度

1. 一般募金配分総額
・社会福祉施設（12施設）　
（障害者支援施設、障害者福祉サービス事業所、保
育所、特別養護老人ホーム、軽費老人ホーム）
・社会福祉団体（25団体）
（児童、障害者、高齢者、更生保護団体、福岡県社会
福祉協議会 等）
・市区町村社会福祉協議会が実施する
地域福祉事業 （66市区町村）

2. 歳末たすけあい募金配分総額

①地域歳末たすけあい募金配分金

・市区町社会福祉協議会が実施する
歳末見舞金事業 （20市区町）
・市区町社会福祉協議会が実施する
地域福祉事業 （32市区町）

②NHK歳末たすけあい募金配分金
・小規模作業所歳末事業（84件）　
・「在宅介護者の会」活動支援金（52件）

・児童福祉施設支援金（176件）
・更生保護施設入所者見舞金（128件）
・「タケダ・赤い羽根広域避難者支援
　プログラム」活動助成（1件）

3. 災害等準備金積立金
※大規模災害時に被災地でのボランティア活動の
　拠点となる「災害ボランティアセンター」の設置・
　運営費として活用されます。

※募金の使いみちの詳細については、
　赤い羽根データベース「はねっと」
　（http:/hanett.akaihane.or.jp）をご覧ください。

12,612,000円
2,688,000円

2,600,000円
6,640,000円
384,000円

300,000円

21,734,510円

501,361,500円
14,000,000円

25,820,000円

461,541,500円

（①＋②）96,551,613円

83,939,613円

13,379,502円

70,560,111円

　
そ
の一環
と
し
て
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
配

分
金
の一部
を
活
用
し
、市
内
の
小・中・高
生

等
を
対
象
に
、総
合
学
習
や
福
祉
教
育・ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
践
や
、福
祉
の
心
を
育
む

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
頃
に
車
い
す
体
験
や
手
話
、ア

イ
マ
ス
ク
、高

齢
者
疑
似
体

験
等
を
通
し

て
、障
が
い
や

高
齢
に
伴
う

心
身
の
変
化

や
そ
の
生
活

を
体
験
す
る

こ
と
で
、自
然
と
気
遣
い
の
あ
る
言
葉
を
掛

け
合
う
等
、地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
日
常
生

活
の
課
題
に
気
付
き
、考
え
る
た
め
の
き
っ
か

け
づ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、障
が
い
児
者
交
流
会
で
は
、市
内
の

中・高
生
を
対
象
に
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
通

し
て
、障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
同
世
代

の
人
同
士
が
集
ま
っ
て
ふ
れ
あ
い
、同
じ
時
間

を
共
に
楽
し
く
過
ご
し
、地
域
で
仲
間
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
共
同
募
金
配
分
金
の
お
か
げ
で
、実
り
多

い
福
祉
体
験

等
を
開
催
す

る
こ
と
が
で

き
、子
ど
も
た

ち
は
思
い
や

り
の
心
を
学

ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に

も
地
域
の
高
齢
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
定
期

的
に
集
ま
る「
ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

の
開
催
、在
宅
高
齢
者
の
安
否
確
認
を
目
的

と
し
た
弁
当
宅
配
の
実
施
等
、地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
支
援
す
る
福
祉
活
動
に
赤

い
羽
根
共
同
募
金
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

株式会社ポルテ　代表取締役 釜堀真寿氏（写真左）の「朝倉
市の地域福祉活動に活用していただきたい」という思いから
「赤い羽根　寄付つき遺品整理」が誕生しました。この商品
は、遺品整理業務、生前整理業務、片付け業務、特殊清掃業務
のいずれかの１件につき、料金の１％が福岡県共同募金会朝
倉市支会に寄付されます。（写真右 支会長 尾藤長司氏）

　本会では、去る６月２６日に開催し
た第３４４回理事会において、役員任
期満了に伴う新会長の選任が行わ
れ、同日付で、貫　正義（九州電力
株式会社相談役）が会長に就任い
たしました。

　近年、少子高齢・人口減少社会
の進展に伴い、社会的孤立や生活
困窮など、地域課題はますます複

雑・多様化しており､地域福祉の一層の充実が求められています｡
　その意味で共同募金運動の役割は極めて重要ですが、一方で全
国的に募金実績が減少しています。
　このような時期に、福岡県共同募金会の会長に就任することとな
り、身の引き締まる思いでございます。
　今後は、福岡県における共同募金運動の先頭に立って誠心誠意努
力し、地域福祉を支える貴重な民間財源の確保に努めて参る所存で
す。皆様方には、ご支援とご協力を心からお願い申し上げます。

福岡県内では、これまで１１７社に御協力いただいております。
（令和元年６月現在）

※この他にもさまざまな取組があります。
　詳しくは福岡県共同募金会ホームページをご覧ください。
　（http://www.fuku-shakyo.jp/kyobo/index.html）

朝倉市で初の寄付つき商品が誕生

福岡県共同募金会

新会長に
ぬき 　 まさ  よし

貫 正義 就任

会長ごあいさつ
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　本会では、介護未経験者が介護に関する基本的な
知識を身につけたり、介護の業務に携わる上で知って
おくべき基本的な技術を学ぶための入門的研修を開催
します。この研修は、全日程（５日間）受講いただきます。 
また、講座修了者は福岡県知事名の修了証明書が発
行されるだけでなく、介護職員初任者研修や介護福祉
士実務者研修の受講科目が一部免除することができる
こととなっています。

研修の詳細及び申し込み等は本会ホームページで
ご確認ください。各地区で締切が違いますので併
せてご確認ください。

「介護未経験者向け入門研修」
の開催案内

■ 日程・会場等

■ カリキュラム（各日程共通）

■ 申込方法

人材・情報課 ☎（092）584－3310【問い合わせ先】

　4月25日（木）に株式会社ツルハ
ホールディングス、クラシエホール
ディングス株式会社の車椅子贈呈式
を開催し、社会福祉施設に車椅子５
台を寄贈いただきました。　　
　ツルハグループ店舗（ドラッグスト
ア）の売上の一部で車いすを購入し、
平成12年からこれまでに全国32都
道府県で、2,155台の車いすを寄贈
されています。
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サンコスモ古賀　２階研修室
（古賀市庄205）

７月２８日（日）、８月４日（日）、８月１１日（日）、
８月１８日（日）、８月２５日（日）

アクロス福岡　６階研修室
（福岡市中央区天神1-1-1）

１０月１日（火）、１０月２日（水）、１０月３日（木）、
１０月８日（火）、１０月９日（水）

筑
豊
地
区

A
日
程

会
場
等

日
程

会
場
等

日
程

B
日
程

中間市中央公民館　２階研修室
（中間市蓮花寺3-1-1）

1日目

時　間 主な内容

2日目

3日目

4日目

5日目

10:00～15:40

10:00～16:45

10:00～15:15

10:00～14:45

10:00～15:00

介護に関する基礎知識、介護の基本

基本的な介護の方法

基本的な介護の方法、認知症の理解

認知症の理解、障がいの理解

介護における安全確保、人権学習

９月１日（日）、９月８日（日）、９月１５日（日）、
９月２２日（日）、９月２９日（日）

直鞍産業振興センターＡＤＯＸ福岡別館　１階研修室
（直方市大字植木849-1）

１１月５日（火）、１１月６日（水）、１１月７日（木）、
１１月８日（金）、１１月１２日（火）

新小倉ビル　地下１階６号
（北九州市小倉北区米町2-2-1）

新小倉ビル　地下１階６号
（北九州市小倉北区米町2-2-1）

まいピア高田　３-１会議室
（みやま市高田町濃施14）

久留米リサーチ・パーク　２階研修室
（久留米市百年公園1-1）

９月２８日（土）、１０月１２日（土）、１０月１９日（土）、
１０月２６日（土）、１１月２日（土）

１２月３日（火）、１２日４日（水）、１２月５日（木）、
１２月１０日（火）、１２月１１日（水）

８月１０日（土）、８月３１日（土）、９月７日（土）、
９月１４日（土）、９月２１日（土）

１０月１５日（火）、１０月１６日（水）、１０月１７日（木）、
１０月２４日（木）、１０月２５日（金）

参加費無料 ※先着順

寄付・寄贈の御礼

研修・講座

福祉のしごと就職フェア
　福祉の職場に就職を希望する方や
興味のある方に対し、求人施設・事
業所と直接面談できる「福祉のしご
と就職フェア」を開催します。当日
は、面談コーナーの他、福祉の仕事・
資格相談コーナー等も設けます。参
加費無料、申込不要、入退場自由。
　170法人が集まる九州最大規模の
就職フェアに、ぜひご参加ください。
日　時　8月3日(土)
　　　　午前11時から午後4時
場　所　クローバープラザ
　　　　春日市原町3-1-7
参　加　社会福祉施設・事業所へ
対　象　の就職希望者(資格・経験は

不要)・令和2年3月末大学・
専門学校等卒業予定者　
（高校生不可）

［問い合わせ先］ 人材・情報課
TEL 092(584)3310

２０１９年度介護講座
　県民を対象に介護知識・技術の習
得を目的とした介護講座を様々な内
容で開催しています。各講座ごとに
定員、開催日時が異なりますので御
確認いただきお申し込みください。
受講料　無料
申　込　申込書に必要事項を記載
　　　　し、ＦＡＸか郵送またはメール
　　　　１講座から参加可能
［問い合わせ先］
福岡県介護実習・普及センター
TEL 092（584）3351

①労務管理研修
日　時　A日程８月２１日（水）
　　　　B日程８月２３日（金）
　　　　両日とも10時30分から16時
場　所　クローバープラザ１階
　　　　クローバーホール
対　象　社会福祉施設及び、市町村

社会福祉協議会の法人理事
長・理事・施設長・管理職等

定　員　各日程１５０名
受講料　５，０００円
申　込　本会研修課ＨＰ参照

②「報・連・相」強化研修
日　時　A日程９月４日（水）
　　　　B日程９月１２日（木）
　　　　両日とも10時から16時
場　所　クローバープラザ５階
　　　　A日程セミナールームAB

福祉の職場
ホリデイガイダンス
■ 筑後地区開催
日　時　１０月５日（土）
　　　　１３時から１５時３０分
場　所　久留米シティプラザ
　　　　（久留米市）
■ 京築地区開催
日　時　１０月２７日（日）
　　　　１２時から１５時　　
場　所　ウィズゆくはし（行橋市）
■ 筑豊地区開催　
日　時　１１月１６日（土）
　　　　１３時から１６時　
場　所　飯塚市立岩交流センター

（飯塚市）
■ 北九州市開催　
日　時　令和２年１月１１日（土）
　　　　１３時から１６時　
場　所　ウェルとばた（戸畑区）
［問い合わせ先］ 人材・情報課
TEL 092（584）3310催し

　　　　B日程506研修室
対　象　社会福祉施設及び市町村

社会福祉協議会の管理職、
リーダー等指導的立場に
ある職員（勤務年数１０年
以上）

定　員　各日程７２名
受講料　５，０００円
申　込　本会研修課ＨＰ参照

③福祉職員キャリアパス対応
　 生涯研修課程中堅職員コース
日　時　11月25日（月）、26日（火）
　　　　10時から17時
場　所　クローバープラザ東棟５階
　　　　506研修室
対　象　社会福祉施設・事業所にお

いて、担当業務の独力遂行
が可能なレベルの職員（入
職後、概ね３～５年の職員）

受講料　１３，０００円
　　　　（２日間・テキスト代含）
申　込　本会研修課ＨＰ参照
　　　　※8月頃案内予定

①～③の研修について
［問い合わせ先］ 研修課
TEL 092（584）3401

※C日程も開催予定です。詳細が決まり次第HPでお知らせします。


